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〔チーズ入り五日白あえ〕

材料 (4人分)
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▲レントゲン・成人病健診

人□の動き
(7月 4日現在)

世帯数 2,531(-1)
男  3,928(-8)
女  4,265(-6)

総 数 8,193(-14)
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作

り

方

①
牛
乳
を
鍋
に
入
れ
て
煮
立
ち
さ

せ
、
酢
を
入
れ
、
火
を
止
め
て

固
ま

っ
た
た
ん
白
質
を
布
で
こ

し
、
水
分
を
絞
る

（カ
ッ
テ
ー

ジ
チ
ー
ズ
）

②
豆
腐
の
水
気
を
絞
り
、
①
と
と

も
に
す
り
鉢
で
す
り
合
わ
せ
、

す
り
ご
ま
、
砂
糖
、
自
み
そ
を

加
え
、
な
め
ら
か
に
す
り
合
わ

せ
る
。

③
野
菜
は
、
う
す
切
り
に
し
て
下

ゆ
で
し
、
だ
し
汁
に
薄
口
醤
油
、

砂
糖
少
々
で
下
煮
す
る
。

④
③
の
汁
を
切
り
、
ゆ
で
て
２

ｃｍ

ぐ
ら
い
に
切

っ
た
春
菊
と
と
も

に
②
で
あ
え
る
。

講  評

カッテージチーズの手づくりに加えて、伝統的

自あえ又、あえ物の具にも工夫がなされ、郷土料

理の工夫 とも合わせ、牛乳料理の良い一品です。

味もよく付いています。
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●

▽
訂
正
　
７
月
号
１４
ペ
ー
ジ
、
グ

ラ
ウ
ン
ド

・
ゴ
ル
フ
結
果
女
子
の
　
“

部
②
宇
藤
ト
ヨ
子
さ
ん
は
有
働
豊

子
さ
ん
。
赤
ち
や
ん
誕
生
で
芹
口

勇
喜
ち
や
ん
は
民
雄
さ
ん
、
直
美

さ
ん
の
長
男
で
し
た
。
お
わ
び
し

て
訂
正
し
ま
す
。

編

集

後

記

７
月
号
が
ら
二
つ
の
連
載
を
始

め
讀
し
た
。　
一
つ
は
、
農
地
の
権

利
を
説
明
し
た

「
農
業
委
員
会
だ

よ
り
」
。
そ
れ
に
＼
健
康
づ
く
り
推

進
大
会
に
出
品
さ
れ
た
料
理
の
中

か
ら
＼
ア
イ
デ
ィ
ア
ク
ッ
キ
ン
グ

コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
し
ま
す
。
▼
い

よ
い
よ
暑
い
夏
が
や
っ
て
来
ま
し

た
。
水
の
こ
い
し
い
季
節
で
す
。

有
限
の
資
源
で
あ
る
水
を
大
切
に

し
た
い
も
の
で
す
。

高
森
町
民
憲
章

一　
水
と
緑
と
上
の
に
お
い
い

っ
ば
い
の
住
み
よ
い
町
に

し
ま
す
。

三

伝
統
を
重
ん
じ
、
文
化
の

薫
る
潤
い
の
あ
る
町
に
し

讀
す
。

三

老
人
を
大
切
に
し
、
子
供

の
夢
を
育
て
華
せ
な
町
に

し
ま
す
。

四

勤
労
を
尊
び
、
産
業
を
振

興
し
活
力
あ
る
町
に
し
ま

す
。

五

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
山

身
を
き
た
え
健
全
な
町
に

し
ま
す
。 ありがとうございました

.(敬
称略)

■町社会福祉協議会ヘ

く香典返 し〉津留スミエ、野田平吉、

村上孝年、工藤イ トエ、芹口秀吉、村
‐鳴イキ子、原章造、瀬井武重、後藤金

次
く病気見舞返礼〉阿南藤四郎

志

り

二

み

司
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安

ゆ

準

ま

修

ん

生

ん

生

ん

や
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や
９

や

ら
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ら
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ら
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６
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一録一一喘
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一̈岬(高 森)6・ 18生 みつ代

」遠 娠雷ミ の
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第6回

全国分水嶺(界)サミット
ぶんす いれ い

『水源地域の役割・下流地域の役割』

が
で
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
上
手
に
お
ろ
す
方
法
を

一
つ
。
大
根
に

ハ
シ
の
先
を
使

っ

て
穴
を
開
け
、
そ
こ
に
種
を
取

っ

た
赤
唐
辛
子

（タ
カ
ノ
ツ
メ
）
を

差
し
込
み
、

一
緒
に
オ

ロ
シ
ガ
ネ

で
擦
り
お
ろ
す
の
で
す
。
こ
う
す

■テ ー マ

す
る
こ
と
。
上
手
に
お
ろ
す

コ
ツ

は
、
大
根
を
傾
け
な
い
で
真

っ
す

ぐ
に
立
て
、
ゆ

っ
く
り
お
ろ
す
こ

と
で
す
。
乾
い
て
い
る
唐
辛
子
を

使
う
と
、
途
中
で
ち
ぎ
れ
や
す
い

も
の
で
す
。
ぬ
る
ま
湯
に
五
分
ほ

ど
浸
し
て
か
ら
、
大
根
の
穴
に
差

戻
し
て
種
を
取
り
出
し
た
唐
辛
子

を
、
大
根
に
は
さ
み
ま
す
。

二
つ
に
切

っ
た
大
根
は
、
輪
ゴ

ム
で
縛
り
固
定
し
て
お
ろ
し
ま
す
。

こ
の
場
合
、
大
根
を
手
で
強
く
握

っ
て
お
ろ
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
う

す
れ
ば
、
唐
辛
子
が
大
根
か
ら
抜

け
落
ち
る
の
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き

ま
す
。
き
れ
い
な
紅
葉
お
ろ
し
を

作
る
た
め
の
、
ち
よ
っ
と
し
た

コ

ツ
で
す
。

て
ん
ぷ
ら
や
鍋
も
の
の
薬
味
と

し
て
、
欠
か
せ
な
い
の
が
紅
葉
お

ろ
し
で
す
。
大
根
の
風
味
と
唐
辛

子
の
辛
味
の
調
和
が
と
れ
、
見
た

目
に
も
き
れ
い
で
す
。
地
方
に
よ

っ
て
は
、
紅
お
ろ
し
、
赤
お
ろ
し

な
ど
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

唐
辛
子
が
万
遍
な
く
混
じ
り
合

っ
た
紅
葉
お
ろ
し
を
作
る
の
は
、

簡
単
な
よ
う
で
意
外
と
む
ず
か
し

い
も
の
。
「大
根
を
お
ろ
し
て
、
そ

れ
に
市
販
の

一
味
唐
辛
子
を
混
ぜ

れ
ば
簡
単
に
作
れ
る
」
と
い
う
方

も
い
る
で
し
よ
う
が
、
こ
れ
で
は

紅
葉
お
ろ
し
独
特
の
辛
味
や
風
味

高
　
森

。
昭
　
和甲

　
斐
　
紀
比
呂

考
え
る

子 氏

明 氏

勝 氏

子 氏

市

■基 調 講 演 講師評論家・立正大学短期大学部教授

■コーディ神 ― 熊 本 近 代 文 学 館 長

■パ ネ ラー 宮 崎 県 諸 塚 村 長

環 境 コ ー デ ィ ネ ー タ ー

水   源   地   域

●

●   ●

唐
辛
子
を
大
根
に
差
し
込
む

る
と
、
唐
辛
子
が
万
遍
な
く
混
じ

り
合

っ
た
紅
葉
お
ろ
し
が
で
き
ま

す
。紅

葉
お
ろ
し
を
作
る
の
に
む
ず

か
し
い
点
は
、
擦

っ
て
い
る
途
中

で
差
し
込
ん
だ
唐
辛
子
が
抜
け
落

ち
た
り
、
ち
ぎ
れ
た
り
し
て
失
敗

し
込
ん
で
お
ろ
す
と
、
比
較
的
上

手
に
で
き
ま
す
。

も
う

一
つ
の
方
法
は
、
包
丁
で

切
れ
目
を
入
れ
た
大
根
や
、
輪
切

り
に
し
、
さ
ら
に
縦
に
二
つ
切
り

し
た
大
根
の
間
に
、
唐
辛
子
を
入

れ
る
方
法
で
す
。
そ
こ
に
、
水
で

‐キ
C

ん

(19

☆ 仕事は楽しいですか

修理か ら販売まで、覚えることが多く

て大変です。でも、いろんな人 と出会え

て、楽 しくやっています。

☆今、いちばんやりたいことは

友達にレーシングカー トに誘われてい

るので、是非やってみたい。

☆どんな町 |こなつてほ しいですか

若い人たちがもっと多く残 り、若者の

多い町になってはしい。

和

　

重

幸

本

山

岡

斐

村

富

光

甲

中

熊

う

っ
と
う
し
い
梅
雨
も
終
わ
り
、
い
よ

い
よ
夏
本
番
。
水
遊
び
や
飲
料
水
に
と
、

一
年
を
通
し
て

一
番
水
を
使
う
季
節
で
す
。

あ
ま
り
身
近
す
ぎ
て
、
日
ご
ろ
あ
ま
り

気
に
と
め
る
こ
と
の
な
い
水
。
私
た
ち
は

水
の
あ
り
が
た
さ
を

つ
い
忘
れ
が
ち
で
す
。

９
月
９
日

（木
）
、

１０
日

（金
）
に
は
、

全
国
分
水
嶺

（界
）
サ
ミ
ッ
ト
を
高
森
中

学
校
体
育
館
で
開
催
し
ま
す
。
こ
の
機
会

に
、
水
源
地
域
の
役
割
や
水
に

つ
い
て
考

え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
今

回
は

「水
」
に

つ
い
て
特
集
し
ま
し
た
。

前

後

午

午
診療 は

８
月
１５
日
　
藤
　
本
　
医
　
院

密
⑦
０
０
２
０

８
月
２２
日
　
平
　
田
　
医
　
院

圏
②
０
２
１
６

８
月
２９
日
　
馬

原

内

科

医
院

圏
②
０
６
４
６

９
月
５
日
　
東
　
　
医
　
　
院

審
②
０
３
０
９

※
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
テ
レ
ホ

ン
サ
ー
ビ
ス
で
お
確
か
め
く
だ

さ
い
。
　

（②
１
２
２
２
２
）

ら

で時 ま

瀬

上紅
手葉
なお
作ろ
りし
方の

J az I -)t,
■勤務先

■趣 味

■血液型

自営業 (デ ンキのカイ )

ドライブ

おっとりな性格のA型

今月の表紙
七
月
十
六
日
か
ら
町
内
十
六

の
会
場
で
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
と
成

人
病
健
康
診
査
が
始
ま
り
ま
し

た
。家

族
そ
ろ

っ
て
健
康
な
毎
日

を
送
る
に
は
、
日
頃
か
ら
の
健

康
管
理
が
必
要
で
す
。
今
年
も

各
会
場
に
は
、
多
く
の
方
々
が

健
診
に
訪
れ
て
い
ま
し
た
。

(2)

されいな水が流れる木郷湧水

(15)
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お 知 ら せ

年
　
　
金

消

防

職

員

専
門
の
相
談
員
に
よ
る
年
金
相

談
所
が
開
か
れ
ま
す
。

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
社
会

保
険
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
ま
す
。

お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ

い
。

■
と
　
き
／
８
月
２５
日

（水
）
午

前
１０
時
か
ら
午
後
３
時

■
と
こ
ろ
／
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

相
談
室

阿
蘇
広
域
行
政
事
務
組
合
で
は
、

平
成
５
年
度
職
員
採
用
試
験
を
次

の
要
領
で
行
い
ま
す
。

■
と
　
き
／
９
月
１９
日

（
日
）

■
と
こ
ろ
／
熊
本
県
立
阿
蘇
高
等

学
校

■
受
験
資
格
／
昭
和
４６
年
４
月
２

日
か
ら
昭
和
５１
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
男
性

■
採
用
予
定
職
種
及
び
人
員
／
消

防
吏
員
　
５
名

■
受
付
期
間
／
７
月
２６
日

（月
）

か
ら
８
月
１３
日

（金
）
ま
で

地
方
公
務
員
法
第
１６
条
に
該
当

す
る
者
は
、
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

受
験
内
容
及
び
申
込
書
は
、
阿
蘇

広
域
行
政
事
務
組
合
事
務
局
及
び

消
防
本
部
に
用
意
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
事
務
局
総
務
課

（
８
０
９
６
７

・
３
４

・
１
１
２

３
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
熊
本

（熊

本
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー
）

で
は
、
現
在
失
業
中
の
方

（雇
用

保
険
受
給
資
格
者
等
）
で
、
再
就

職
に
向
け
て
新
し
い
技
術
を
身
に

つ
け
て
生
活
の
安
定
を
図
ろ
う
と

す
る
人
達
の
た
め
に
、
平
成
５
年

１０
期
生
を
次
の
要
領
で
募
集
し
て

い
ま
す
。

■
募
集
科
目
及
び
定
員

●
Ｎ
Ｃ
機
械
科
　
　
　
　
１５
名

●
建
築
設
備
科
　
　
　
　
１５
名

●
電
気
設
備
科
　
　
　
　
１５
名

●
建
築
美
装
科
　
　
　
　
１５
名

●
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
科
１０
名

●
テ
ク

ニ
カ
ル

オ
ペ
レ
ー
シ
ヨ
ン
科
１５
名

●
Ｏ
Ａ
ビ
ジ
ネ
ス
科

（女
性

コ
ー
ス
）
１０
名

●
Ｏ
Ａ
シ
ス
テ
ム
科

（女
性

コ
ー
ス
）
１５
名

●
製
図
イ
ン
テ
リ
ア
科

（女
性

コ
ー
ス
）
１０
名

■
募
集
期
間
／
７
月
２６
日

（月
）

か
ら
８
月
３１
日

（火
）
ま
で

■
応
募
方
法
／
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク

（公
共
職
業
安
定
所
）

ヘ

申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

■
特
　
典

①
受
講
料

・
入
学
金
は
不
要
で

す
。

②
修
了
者
は
、
各
種
の
資
格
が

取
得
で
き
ま
す
。

③
訓
練
修
了
後
は
、
当
セ
ン
タ

ー
及
び

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
就

職
の
斡
旋
を
し
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
最
寄
り
の
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
ま
た
は
、
ポ
リ
テ
ク

セ
ン
タ
ー
熊
本

（
圏
０
９
６

・
２

４
２

・
０
３
９
１
）

へ
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

熊
本
県
で
は
、
次
の
要
領
で
警

察
官
を
募
集
し
ま
す
。

■
職
種
及
び
採
用
人
員
／
警
察
官

（１５
人
程
度
）
・
婦
人
警
察
官
（５

人
程
度
）

・
警
察
事
務

（１５
人
程

度
）

■
試
験
日
／
警
察
官

・
婦
人
警
察

官
は
１０
月
１０
日

（
日
）
、
警
察
事
務

は
９
月
２６
日

（日
）

■
試
験
場
所
／
警
察
官

・
婦
人
警

察
官
は
熊
本
市

・
八
代
市

。
本
渡

市
、
警
察
事
務
は
熊
本
市

・
八
代

一巾■
受
付
期
間
／
８
月
１７
日

（火
）

か
ら
９
月
３
日

（金
）

■
受
験
資
格
／
警
察
官

（Ｓ
４１

・

４

・
２
～
５１

・
４

。
１
生
の
男
子
。

但
し
４
年
制
大
学
卒
業
者
を
除
く
）

婦
人
警
察
官

（Ｓ
４１

・
４

・
２
～

５１

・
４

・
１
生
の
女
子
）
。
警
察
事

務

（Ｓ
４７

・
４

。
２
～
５１

・
４

・

１
生
の
者
）

詳
し
く
は
、
高
森
警
察
署

へ
。

特
別
給
付
金
の
最
終
償
還
を
終

え
た
戦
没
者
等
の
妻
及
び
父
母
等

に
改
め
て
特
別
給
付
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

○
第
十
回
特
別
給
付
金

「
い
号
」

国
債
を
受
け
ら
れ
た
戦
没
者
等

の
妻
に
、
額
面
百
八
十
万
円
の

特
別
給
付
金
。

○
第
十
四
回
特
別
給
付
金
「
い
号
」

国
債
を
受
け
ら
れ
た
戦
没
者
の

父
母
等
に
、
額
面
九
十
万
円
の

特
別
給
付
金
。

請
求
手
続
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、

町
役
場
町
民
福
祉
課

へ
お
尋
ね
下

さ
い
。

′～
、

水の日 (8月 1日 )

水の週間 (8月 1～ 7日 )

水のあ した

一
滴
の
水
が
大
切
で
す

0

私
た
ち
が
生
活
し
て
い
く
上
で

一
日
と
し
て
水
な
し
で
は
暮
ら
せ

ま
せ
ん
。

飲
料
水
や
毎
日
の
炊
事
、
洗
濯
、

掃
除
、
入
浴
な
ど
の
生
活
用
水
、

ま
た
水
田
や
畑
な
ど
で
利
用
す
る

農
業
用
水
、
機
械
や
製
品
を
洗

っ

た
り
、
温
め
た
り
、
冷
や
し
た
り

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
使
わ
れ

る
工
業
用
水
、
さ
ら
に
水
力
発
電

な
ど
、
そ
の
用
途
は
多
方
面
に
わ

た

っ
て
い
ま
す
。

水
は
、
私
た
ち
の
生
活
を
守
り
、

快
適
に
し
、
発
展
さ
せ
て
い
く
上

で
、
絶
対
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で

す
。

使
用
量
増
え
る
生
活
用
水

生
活
用
水
は
大
き
く
分
け
て
、

家
庭
用
水
と
都
市
活
動
用
水
に
分

け
ら
れ
ま
す
。
家
庭
用
水
は
飲
用

・
炊
事

・
洗
濯

・
掃
除

・
入
浴

・

水
洗
ト
イ
レ
な
ど

一
般
家
庭
で
使

用
さ
れ
る
水
で
す
。

都
市
活
動
用
水
は
、
レ
ス
ト
ラ

ン
・
ホ
テ
ル

・
デ
パ
ー
ト

・
病
院

・
事
務
所
な
ど
で
使
用
さ
れ
る
水

で
、
こ
の
他
に
公
衆
ト
イ
レ
や
噴

水
、
消
火
用
水
な
ど
の
公
共
用
水

も
含
ま
れ
ま
す
。

一
九
九
二
年
に
お
け
る
生
活
用

水
の

一
人
当
た
り

一
日
平
均
の
使

用
量
は
三
百
二
十
五
リ
ッ
ト
ル
で

し
た
。
こ
れ
は

一
九
七
〇
年
の
二

百
二
十
四
リ
ッ
ト
ル
に
比
べ
て
―

約

一
・
五
倍
の
増
加
と
な

っ
て
い

ま
す
。

増
加
の
理
由
と
し
て
は
、
水
洗

ト
イ
レ
や
冷
暖
房
機
器
の
普
及
な

ど
に
よ
る
生
活
水
準
の
向
上
、
超

高
層
ビ
ル
や
都
市
ホ
テ
ル
の
増
加

な
ど
に
よ
る
都
市

へ
の
人
口
の
集

中
と
高
密
度
化

（ち
な
み
に
霞
ケ

関
ビ
ル

一
つ
で
年
間
三
十
五
万
立

方
メ
ー
ト
ル
の
水
を
使
用
し
ま
す
）、

さ
ら
に
余
暇
活
動
の
活
発
化
に
と

も
な

っ
て
水
辺
公
園
や
プ
ー
ル
な

ど
施
設
が
増
え
た
こ
と
な
ど
が
上

げ
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
私
た
ち
の
暮
ら
し

方
と
、
必
要
な
生
活
用
水
の
量
と

は
大
変
密
接
な
関
係
が
あ
り
ま
す
。

有
限
の
資
源
「水
」

私
た
ち
が
普
段
使

っ
て
い
る
水

は
、
そ
の
形
や
位
置
を
変
え
て
移

動
を
繰
り
返
し
て
い
る
循
環
水
で

す
。
海
や
陸
か
ら
蒸
発
し
て
雲
と

な

っ
た
水
は
、
雨
や
雪
と
な

っ
て

地
表
に
降
り
、
湖
沼
や
川
の
水
と

な
り
、
や
が
て
再
び
海

へ
戻
り
ま

す
。
（図
１

・
参
照
）

ま
た
、
陸
地
に
降

つ
た
も
の
の

一
部
は
蒸
発
し
て
大
気
中
に
戻
り
、

地
下
に
し
み
込
ん
だ
も
の
は
地
下

水
と
な
り
ま
す
。
本
町
で
今
年
の

二
月
に
掘
り
当
て
た
温
泉
も
地
下

水
の

一
つ
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
地
球
は
太
陽
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る

「巨
大
な
蒸
留

水
製
造
器
」
と
も
言
え
ま
す
。

こ
う
し
た
水
の
循
環
は
大
昔
か

ら
変
わ
る
こ
と
な
く
繰
り
返
さ
れ

て
い
る
地
球
の
営
み
で
あ
り
、
自

然
が
私
た
ち
に
今
後
も
ず

つ
と
与

え
て
く
れ
る
無
限
の
恩
恵
で
す
。

し
か
し
無
限
で
は
あ

っ
て
も
、
い

く
ら
使

っ
て
も
尽
き
な
い
ほ
ど
多

い
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
が
利
用
で
き
る
水
は
思
い

の
ほ
か
少
な
く
、
限
り
あ
る
資
源

な
の
で
す
。
私
た
ち
は
、
こ
の
限

り
あ
る
資
源
で
あ
る

「水
」
を
、

今
後
ま
す
ま
す
上
手
に
使
う
こ
と

を
考
え
た
い
も
の
で
す
。

く多

考えよう

●   ●

●   ●

私
た
ち

の
生
活

に

欠
か
せ
な

い

「
水
」

高森町中原墓園使用の

受付けをしています
町では、この度完成 した高森町

中原墓園の使用申し込みを受付け

ています。ご希望の方は、町役場

管財係へ墓地使用許可申請書 (管

財係備 え付け)を提出して くださ

い。

1.墓地 の位置

阿蘇郡高森町大字高森字中原

15211奎争士也

2.区画数

68区画

3.墓地使用料

225,000円

4.墓地使用者の資格

イ。本町に居住し、かつ祖先の

祭礼 をつかさどるべき者。

口.高森町墓地条例及び高森町

墓地条例施行規則を遵守でき

る者。

5.申 し込み期限 (第 1次 )

平成 5年 8月 20日

詳 しいことについては、町役場

管財係 (② llll 内116)に お尋ね

ください。

受職
業
●し

き製E日し
晴

カ

開
生発

警

　

察

　

官

特

別

給

付

金

8/25日 (水) 9/6日 (月 )時間 9時～15時 (14)

プールにも水道の水が使われています

(3)

画
ヨ

Ｆ
い
」



水
を
上
手
に
使
う

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

一
人
ひ
と
り
の
ち
よ
つ
と
し
た
工

夫
で
で
き
ま
す
。
要
は
こ
ま
め
に

水
道
の
蛇
口
を
閉
め
る
習
慣
を
身

に
付
け
る
。
そ
の

一
言
に
つ
き
ま

す
。少

し
例
を
挙
げ
て
み
ま
し
よ
う
。

○
歯
を
磨
く
と
き
、
水
を
出
し

っ

放
し
で
は

一
分
間
に
六
リ
ッ
ト
ル

も
水
を
使
い
ま
す
。
コ
ッ
プ
ニ
杯

で
充
分
歯
磨
は
で
き
ま
す
。

○
洗
濯
の
す
す
ぎ
水
を
流
し
っ
放

し
に
す
る
と
、
三
百
四
十
リ
ッ
ト

ル
も
使
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

分
水
嶺
⌒界
）サ
ミ
ッ
ト

開
催
に
向
け
て

私
た
ち
の
住
ん
で
い
る
こ
の
町

は
、
水
の
源
で
あ
る
水
源
地
域
に

所
在
し
て
い
ま
す
。
水
源
地
域
が

果
た
し
て
い
る
役
割
は
、
水
の
出

発
点
と
し
て
の
地
下
水
浸
透

・
土

砂
流
出
防
止

・
豪
雨
時
の
水
害
防

止

。
大
気
浄
化
機
能
な
ど
、
人
間

生
活
に
対
し
て
大
き
な
影
響
を
与

え
て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
水
源

地
域
を
ど
の
よ
う
に
守
り
将
来
に

残
す
か
を
考
え
る
、
第
六
回
全
国

分
水
嶺

（界
）
サ
ミ
ッ
ト
が
本
町

で
催
さ
れ
ま
す
。

分
水
嶺

（界
）
と
は
、
水
の
分

か
れ
道
で
あ
り
水
の
出
発
点
で
も

工
夫
す
れ
ば
百
リ
ッ
ト
ル
で
で
き

ま
す
。

水
の
無
駄
使
い
を
し
な
い
。
そ

れ
が

一
番
大
切
な
こ
と
で
す
。

（
Ｆ
Ｈ
Ｊ

「生
活
と
水
」
よ
り

一

部
抜
粋
）

あ
り
ま
す
。
分
水
嶺

（界
）
は
、

日
本
列
島
を
縦
断
し
て
北
海
道
か

ら
沖
縄
ま
で
五
百
の
市
町
村
に
ま

た
が

っ
て
お
り
、
本
町
で
は
阿
蘇

外
輪
山
の
高
森
峠
か
ら
大
戸
の
口

峠
が
該
当
し
ま
す
（図
２

・
参
照
）

地
域
振
興
を
検
討
し
よ
う
と
結

成
さ
れ
た

「分
水
嶺

（界
）
サ
ミ

ッ
ト
」
。
し
か
し
、
水
源
地
域
は
生

活
に
不
可
欠
な
飲
料
水
ば
か
り
で

な
く
、
工
業
用
水
や
農
業
用
水
な

ど
の
源
流
部
分
で
も
あ
り
ま
す
。

宮
崎
県
椎
葉
村
で
開
か
れ
た
第

三
回
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
「下
流
地
域

に
き
れ
い
な
水
を
流
そ
う
」
と
い

う
テ
ー

マ
で
、
水
源
地
域
の
自
己

責
任
の
再
確
認
が
さ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
今
回
の
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、

下
流
地
域
の
市
町
村
に
も
参
加
を

呼
び
か
け
、
「水
源
地
域
の
役
割

・

下
流
地
域
の
役
割
」
と
テ
ー

マ
を

図 1鰊 蝙 瘍 鯰 鯰 鸞 鰊 鰊
で
は
、
水
を
上
手
に
使
う
に
は

「
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↓題「たなばた」

年長組

ほんだ わかな ちゃん

題「か  め」

年長組

さるわたり ゆうや くん

蒸

発

ヽ融雪

｀
ヽ
｀` ヘ 少′
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＼

全

＼

土壌
水分

'可

り1同く

↓ 伏流水

力k

子さ

∧
●   ●

●   ●

担
任
の
岩
下
能
子
先
生
が
ら
…
丸
つ
な
ぎ
や
三

角
つ
な
ぎ
、
あ
星
さ
ま
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
夢
の

あ
る
ｔ
夕
か
ざ
り
が
大
変
上
手
に
描
け
ま
し
た
。

海洋   が

浸 透

'1く

水 の 循 環

担任の馬崎美不□先生がら…クラスで飼つて

いる「がめ」づモデルです。絵の具を使つ

て、とても楽しそう|こ書いていました。元

気な「がめ」の姿がよ<表現されています。

一
人
ひ
と
り
の
心
が
け
で

き
れ
い
な

「水
」
を

肥

後

狂

句

（阿
蘇
御
神
火
会
）

う

っ
沈
み
　
世
界
が
集
う
ラ
ム
サ
ー
ル

う

っ
沈
み
　
も
う

マ
ス
コ
ミ
も
追

い
か
け
ん

う

っ
沈
み
　
書
き
よ
う
の
無

ァ
処
方
箋

土
砂
ぶ
り
　
水
の
都
は
水
の
中

土
砂
ぶ
り
　
妙
に
火
照

っ
た
最
合
傘

う

っ
沈
み
　
地
元
の
票
で
追

い
つ
か
ん

お
願
い
　
不
渡
り
出
し
き
ら
ん
暖
簾

土
砂
ぶ
り
　
借

っ
た
蛇
の
日
は
骨
ば
か
り

妬
曰
く
　
ど

つ
ち
が
空
気
で
っ
し
ゅ
う
か

網
戸
に
て
生
れ
た
ば
か
り
の
自
き
蝉

ひ
と
時
の
読
書
の
窓
に
青
葉
風

雛
立
ち
て
温
も
り
消
え
し
巣
箱
か
な

束
の
間
の
梅
雨
の
時
間
に
傘
の
花

雨
蛙
合
唱
に
つ
れ
暮
進
む

と
り
ど
り
に
庭
を
彩
る
ホ
ウ
セ
ン
カ

軒
の
雛
自
然
を
教

へ
巣
立
ち
行
く

紫
陽
花
の
滴
重
た
く
垂
れ
て
居
り

梅
雨
永
し
三
度
書
替
ゆ
予
定
表

（河
原
す
す
き
の
句
会
）

堀
田
　
蘇
仙

馬
原
　
馬
笑

田
上
黙
公
子

林
　
　
不
忘

林
田
　

一
声

岡
本
　
琴
司

浦
塚
　
南
天

熊
川
　
豊
泉

岩
下
　
哀
草

後
藤
　
チ

エ

後
藤
　
法
龍

本
田
　
訓
子

森
　
　
政
隆

森

　

正
六

阿
部
タ
ツ
エ

本
田
　
初
雄

後
藤
や
よ
い

後
藤
あ
ら
し

(13)
(4)

高 森 幼 稚 園
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人
権
作
文

「
地
鳴
」
か
ら

わ
た
し
の
お
母
さ
ん
は
、
ほ
い

く
え
ん
の
先
生
で
す
。　
一
番
小
さ

い
子
ど
も
た
ち
の
先
生
で
す
。
だ

か
ら
、
だ

つ
こ
し
た
り
お
ん
ぶ
し

た
り
す
る
の
で
、
い
つ
も
か
た
が

こ
わ

っ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
時
、
わ
た
し
が
か
た
を

た
た
い
て
あ
げ
ま
す
。
お
母
さ
ん

は
、
「あ
り
が
と
う
」
っ
て
言
い
ま

す
。お

母
さ
ん
の
す
ご
い
と
こ
ろ
は
、

赤
ち
や
ん
が
な

い
た
ら
、
す
ぐ
に

な
く
の
を
や
め
さ
せ
る
こ
と
で
す
。

「よ
し
よ
し
」
と
言

っ
て
だ

っ
こ

お
母

さ
ん

の
し
ご
と

わ
た
し
は
、
お
母
さ
ん
か
ら
は
、

だ

っ
こ
さ
れ
た
り
、
お
ん
ぶ
さ
れ

た
り
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

お
ば
あ
ち
や
ん
か
ら
、
さ
れ
た
そ

う
で
す
。

私
は
、
社
会

の
学
習
で

「身
分

制
度
」
を
知
り
ま
し
た
。
そ
し
て

思

っ
た
こ
と
は
、
『
ひ
ど
い
こ
と
だ
』

と
い
う
こ
と
で
す
。
な
ぜ
か
と
い

う
と
、支
配
者
は
低
い
身
分
の
人
々

を
わ
ざ
と

つ
く

っ
て
、
そ
の
人
々

に
つ
ら
い
思
い
を
さ
せ
た
か
ら
で

す
。
そ
ん
な
こ
と
を
さ
れ
た
人
々

の
気
持
ち
を
な
ん
と
思

っ
て
い
る

の
で
し
よ
う
。
み
ん
な
か
ら
、
低

わ
た
し
は
、
お
母
さ
ん
は
わ
か

く
見
え
る
と
思
い
ま
す
。
と
て
も

４１
さ
い
と
は
思
え
ま
せ
ん
。
わ
た

し
は
お
母
さ
ん
の
こ
と
を
、
と
て

も
そ
ん
け
い
し
て
い
ま
す
。
お
母

さ
ん
の
ク
ラ
ス
の
赤
ち
や
ん
た
ち

は
、
お
母
さ
ん
が
先
生
で
、
と

っ

て
も
よ
ろ
こ
ん
で
い
る
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、
お
母
さ
ん
も
、
赤

ち
や
ん
た
ち
が
、
ど
ん
ど
ん
大
き

く
そ
だ

っ
て
い
く
の
が
、
た
の
し

み
な
ん
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
す
。

い
身
分
の
人
と
し
て
見
ら
れ
る
目

が
あ

っ
て
、
生
き
る
こ
と
に
も

つ

ら
さ
が
あ

っ
た
こ
と
で
し
よ
う
。

で
も
、
今
の
世
の
中
に
も
こ
ん

な
こ
と
が
の
こ
っ
て
い
る
の
で
す
。

私
は
ゆ
る
せ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
差

別
を
す
る
人
も
身
分
制
度
の
き
ま

り
を

つ
く

つ
た
り
す
る
人
も
考
え

が
あ
さ
く
て
、
人
間
と
し
て
の
人

間
ら
し
さ
に
足
り
な
い
と
こ
ろ
が

あ
る
と
私
は
思
い
ま
す
。

私
達
は
道
徳
の
時
間
に
、
「差
別

落
書
き
は
許
さ
ん
ぞ
」
を
勉
強
し

ま
し
た
。
落
書
き
を
書
い
た
人
は
、

ど
う
し
て
こ
ん
な
こ
と
が
で
き
る

の
で
し
ょ
う
か
。
相
手
の
こ
と
を

ぜ
ん
ぜ
ん
考
え
て
い
な
い
の
で
す
。

私
は
落
書
き
を
し
た
人
に
言
い

た
い
で
す
。
「書
か
れ
た
人
は
、
そ
　
熊

の
こ
と
ば
が

一
生
心
に
の
こ
る
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
わ

す
れ
な
い
ま
ま
考
え
続
け
る
の
で

す
。
と

つ
て
も
、
と

つ
て
も
ひ
ど

く

つ
ら
い
こ
と
で
す
」
（も
し
今
、

私
の
身
の
ま
わ
り
で
そ
ん
な
こ
と

が
あ
り
、
私

一
人
だ
け
が
見
た
と

し
た
ら
）
と
い
う
こ
と
を
考
え
て

み
ま
し
た
。

何
が
で
き
る
か
考
え
て
み
ま
し

た
。
弱
い
自
分
も
あ
り
ま
す
。
で

も
、
私
は
名
前
が
落
書
き
さ
れ
た

人
を
よ
ん
で
勇
気
を
持

つ
て
も
ら

い
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

そ
の
場
で

「
一
人
ひ
と
り
が
良
く

し
て
い
け
ば
、
こ
ん
な
こ
と
は
な

く
な
る
と
思
い
ま
す
」
と
言
い
ま

す
。
そ
れ
で
書
い
た
人
も
そ
う
で

な
い
人
も
大
切
な
こ
と
が
何
な
の

か
を
わ
か
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

歴
史
の
中
で
も
き
び
し
い
支
配

の
世
の
中
か
ら

一
歩
、

一
歩
ほ
ん

と
に
わ
ず
か
な
歩
み
を
く
り
返
し

な
が
ら
人
々
は
力
を
ふ
や
し
て
い

き
ま
し
た
。
弱
い
立
場
に
立

っ
た

ら
、
応
え
ん
し
て
支
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
こ
の
よ
う
な
方
法
が
解

決
の

一
歩
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

○
水
を
無
駄
使
い
し
な
い
よ
う
洗

濯
に
は
風
呂
の
残
り
湯
を
利
用
し

ま
す
。
残
り
の
湯
の
水
温
は
、
汚

れ
が
落
ち
や
す
い
二
十
五
度
か
ら

二
十
度
で
す
。
洗
濯
だ
け
で
な
く
、

掃
除
や
洗
車
、
散
水
に
も
使
え
ま

す
。

○
洗
剤
は
、
石
鹸
な
ど
リ
ン
を
含

ま
な
い
も
の
を
適
量
に
使
用
し
ま

し

よ

う

。

豊
か
な
、
そ
し
て
き
れ
い
な
水

を
未
来
の
た
め
に
も
私
た
ち
は
残

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
の
流
す
生
活
排
水
が
河
川

や
地
下
水
を
汚
染
し
な
い
よ
う
に

一
人
ひ
と
り
が
心
が
け
、
子
供
た

ち
、
そ
し
て
次
の
世
代
も
飲
み
続

け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
水

を
、
大
切
に
し
た
い
も
の
で
す
。
　

Ｄ

掲
げ
、
下
流
地
域
と
共
に
水
資
源

の
保
護
や
重
要
性
に

つ
い
て
、
話

し
合
い
が
行
わ
れ
ま
す
。

川
を
汚
す
生
活
排
水

普
段
私
た
ち
は
、
水
道
の
蛇
口

を
ひ
ね
れ
ば
い
つ
で
も
大
量
の
水

を
自
由
に
使
え
る
こ
と
に
、
何
の

疑
い
も
抱

い
て
い
ま
せ
ん
。
そ
う

し
た
安
心
感
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、

私
た
ち
は
健
全
な
日
常
生
活
を
送

れ
る
の
で
す
が
、
反
面
、
水
に
対

す
る
感
謝
の
気
持
ち
を
希
薄
に
し
、

水
の
ム
ダ
使

い
を
ま
ね
く
要
因
と

も
な

っ
て
い
ま
す
。

(界分水嶺

現
在
、
河
川
や
湖
沼
の
有
機
物

に
よ
る
汚
れ
の
６０
～
７０
％
は
、
各

家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
生
活
排
水
に

よ
る
も
の
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
も
ト
イ
レ
の
排
水
な
ど
よ
り
、

台
所
か
ら
出
る
雑
排
水

（調
理
ク

ズ
や
料
理
の
食
べ
残
し
、
食
器
洗

い
の
洗
剤
液
な
ど
）
が
大
き
な
汚

染
源
に
な

っ
て
お
り
、
家
庭
か
ら

の
排
水
の
約
５０
％
を
占
め
て
い
ま

す
。食

べ
残
し
を
捨
て
た
り
、
食
器

を
洗
っ
た
り
、洗
濯
を
し
た
り
、
「
こ

れ
く
ら
い
な
ら
」
と
か

「自
分

一

人
く
ら
い
」
と
か
深
く
考
え
も
せ

ず
毎
日
水
に
流
し
て
い
る
も
の
が
、

図 2

高森小学校 3年

工藤ひろ子 さん

し
た
り
、
お
ん
ぶ
し
た
り
し
て
、

赤
ち
ゃ
ん
を
あ
や
し
ま
す
。
お
も

ち
や
を
出
し
て
、
あ
そ
ば
せ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

わ
た
し
は
、
お
母
さ
ん
と
い
っ

し
ょ
の
ほ
い
く
え
ん
だ

っ
た
し
、

今
で
も
、
早
く
帰

っ
た
時
は
、
時

ど
き
、
ほ
い
く
え
ん
に
遊
び
に
行

き
ま
す
。
ほ
い
く
え
ん
に
遊
び
に

行
く
と
、
お
母
さ
ん
は
、
「あ
ば
れ

ち
や
だ
め
よ
」
と
か
、
「し
ず
か
に

あ
そ
ば
な
ん
よ
」
と
、
ち
ゅ
う
い

し
ま
す
。

夜
お
そ
く
ま
で
し
ご
と
を
し
て
、

帰

っ
て
き
た
り
も
し
ま
す
。

家
で
は
、
夜
に
、
子
ど
も
た
ち

が
遊
ん
だ
り
し
た
時
の
こ
と
を
、

よ
く
日
記
に
書
い
た
り
し
て
い
ま

す
。
私
は
、
「お
母
さ
ん
は
、
子
ど

も
た
ち
か
ら
、
す
か
れ
る
だ
ろ
う

な
あ
」

っ
て
思
い
ま
す
。

~~¬
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月」
L___

の
こ
と
を
学
習
し
て

高森町

●   ●

●   ●

分水嶺 (界 )分布図

草部北部小学校 6年

興椙綾寿華 さん

実
は
河
川
や
湖
沼
や
海
を
い
ち
ば

ん
汚
し
て
い
る
の
で
す
。

家
庭
で
で
き
る

生
活
排
水
の
工
夫

き
れ
い
な
水
を
保

つ
か
ど
う
か

は
、
私
た
ち
の
健
康
に
直
接
か
か

わ

っ
て
き
ま
す
。
そ
こ
で
私
た
ち

一
人
ひ
と
り
の
心
掛
け
に
よ

っ
て
、

家
庭
か
ら
出
る
生
活
排
水
を
で
き

る
だ
け
き
れ
い
に
す
る
に
は
、
ど

う
す
れ
ば
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。

私
た
ち
が
家
庭
で
で
き
る
工
夫

を
挙
げ
て
み
ま
し
よ
う
。

台
所
で
は

○
米
の
と
ぎ
汁
は
、
庭
に
ま
い
た

り
植
物
に
や

っ
た
り
し
ま
し
よ
う
。

○
野
菜
く
ず
や
残
飯
な
ど
は
、
三

角

コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
て
そ
れ
に

ま
と
め
ま
す
。
ま
た
、
流
し
の
セ

ン
タ
ー
バ
ス
ケ

ツ
ト
に
使
い
古
し

の
ス
ト
ツ
キ
ン
グ
を

つ
け
る
と
か
、

市
販
の
網
を

つ
け
て
固
形
物
を
ブ

ロ
ッ
ク
し
ま
す
。
ま
と
ま

っ
た
調

理
く
ず
は
、
ゴ
ミ
に
し
て
出
す
か
、

庭
に
埋
め
て
土
に
戻
し
ま
す
。

○
食
事
の
後
片
付
け
を
す
る
時
に

は
、
汚
れ
を
キ

ツ
チ
ン
ペ
ー
パ
ー

や
新
聞
紙
で
拭
き
取

っ
て
、
お
湯

で
洗
う
と
ほ
と
ん
ど
洗
剤
を
使
わ

ず
に
済
み
ま
す
。

○
油
は
で
き
る
だ
け
使
い
切
る
よ

う
に
し
、
や
む
お
え
ず
捨
て
る
場

合
は
古
新
聞
や
布
に
吸
い
込
ま
せ

て
ゴ
ミ
と
し
て
出
す
か
焼
却
す
る
。

生
活
排
水
と
し
て
流
さ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
よ
う
。

洗
濯

・
風
呂

水道 アラカル ト

水道の水は

なぜカルキ臭いのか
私たちが毎日のんでいる水。何

か臭いと思ったことはありません

か。これは、水道水の中に混ざっ

ている塩素の臭いです。いわゆる

カルキ臭です。

水道水は、飲料として最低必要

条件である「水の安全性」を第一

に確保 しなければなりません。人

間が一生涯飲み続けても健康に害

のない安全な水を供給することが、

水道法という法律によって定めら

れています。

現在の水道法では、家庭の蛇口

から出る時点で、必ず0.lppm以上

の塩素が入っていなければならな

いことになっています
=・

本町でも

配水地で0.lppmの塩素を,ヽれてい
ます。       .~‐ ・・.・

・
‐

このように、安全性を最優先す

れば、薬剤の殺菌処理によって残

る多少の臭気や水のまずさはやむ

をえないことにもなります。

餞
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8
月
13

【村
　
　
山
】

山
田
　
正
満
　
父

梅
村
　
正
信
　
父

大
石
　
次
郎

義
母

甲
斐
け
さ
み
　
夫

荒
牧
カ
エ
コ

親
族

坂
本
　
敏
明
　
母

徳
丸
　
末
美

義
姉

村
山
　
清
二

祖
母

戸
高
　
　
勇
　
妻

田
上
　
靖
雄
　
父

田
上
　
靖
雄
　
母

工
藤
九
州
男

養
母

村
嶋
イ
キ
子
　
夫

後
藤
　
　
進

義
母

【
上
　
　
在
】

永
松
　
昌
利
　
父

桐
原
　
頼
人
　
妻

北
嶋
　
雪
子
　
夫
　
北
嶋
　
朝
春

森
田
　
　
修

親
族

安
部
　
　
馨

【津
　
　
留
】

津
留
サ
ヨ
子
　
夫
　
津
留
　
寅
義

津
留
　
　
洋
　
父
　
津
留
　
　
厚

津
留
　
文
雄
　
母
　
津
留
ミ
サ
ヲ

津
留
ツ
ヤ
エ
　
夫
　
津
留
　
義
綱

島
田
　
　
守
　
父
　
島
田
　
基
弘

色

見

地

区

【
上

色

見
】

後
藤
　
イ
ツ

義
母

後
藤
　
イ
キ
　
夫

徳
丸
ケ
イ
子
　
夫

勝
木
　
昭
信
　
父

楢
木
野
タ
カ
子

夫

後
藤
　
金
次
　
父

【色
　
　
見
】

岩
下

マ
ツ
ミ

中石
下
‐　
　
マ
ヨ

佐
藤
ス
テ
ヲ

住
吉
　
米
子

村
上
　
峯
光

後
藤
十
九
男
´

村
上
ア
イ
子

岩
下
　
公
仁

岩
下
　

一
成

【草
岡
本

中
村【一斤

は
盛

モ

エ

弘
國

眩
直

村
上

マ
ス
エ

後
藤
今
朝
数

村
上
　
　
光

岩
下
　
　
望

岩
下
　
　
守

部
】
　
　
　
　
　
　
　
　
【津

房
雄

二
男

岡
本
　
鷹
寛
　
甲
斐

艶
子
　
夫
　
中
村
四
喜
男
　
馬
原

口
】
　

　

　

　

　

　

　

元
村

甲
斐
イ
サ
オ
　
夫
　
甲
斐
　
　
清

後
藤
　
初
男
　
父
　
後
藤‥
　

覺
　
⑥

後
藤
　
初
男

祖
母

後
藤
サ
エ
ノ

佐
藤
　
民
義

養
父

佐
藤
　
熊
義

芹
口
　
秀
吉
　
父
　
芹
口
　
　
學

川
部
ケ
サ
子
　
夫
　
川
部
　
　
勝

【菅
　
　
山
】

遠
山
　
哲
夫
　
母
　
遠
山
ス
エ
ト

桐
原
ス
エ
子
　
夫
　
桐
原
　
増
雄

桐
原
　
芳
子
　
夫
　
桐
原
　
豊
重

中
嶋
ツ
ル
ミ
　
夫
　
中
嶋
　
行
雄

後
藤
　
昭

一　

母
　
後
藤
　
ツ
ャ

【永

野

原
】

都
　
　
八
郎

養
母

都
　
フ
ク
ヨ

安
藤
　
健

一　
母

安
藤
ト
ヨ
ジ

ュ

【
下
　
　
切
】

工
藤
　
清
高

義
母

工
藤
ミ
ト
リ

甲
斐
　
利
信
　
母
　
甲
斐
ア
キ
エ

【
　

中

　

】

矢
津
田
　
深

母

矢
津
田
サ
カ
エ

矢
津
田
京
子
　
夫
　
矢
津
田
常
彦

二
子
石

一
蔵

妻

二
子
石
セ
ツ
子

【矢

津

里

本
田
　
一
郎
　
妻
　
本
田
ソ
コ
子

井
上
　
　
勝
　
妻
　
井
上
シ
ズ
ヲ

安
藤
　
秀

一　
長
女

安
藤
　
　
茜

井
上
ス
ヤ
子
　
夫
　
井
上
　
徳
長

嶋
田
ハ
ル
子
　
夫

片
山
　
三
郎
　
姉

渡
過
　
恭
郎
　
父

本
田
　
キ
ク

養
父

田
上
　
親
幸
　
妻

津
留

ス
エ
ミ
　
夫

麻
生
　
武
男
　
妻

【冬
　
　
野
】

後
藤
今
朝
博
　
母

相
馬
　
俊
行

．叔
母

【　
森

．】

′

祖
先
の
霊
を
供
養
す
る
お
盆
。
本
町
で
も
八
月
十
三
日
の
夕
方

か
ら

「お
盆
」
に
入
り
ま
す
。
本
町
で
今
年
初
盆
を
迎
え
る
御
家

庭
は
次
の
百
十
四
戸
で
す
。
お
参
り
さ
れ
る
方
の
利
便
を
考
え
て

地
域
別
に
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。
記
載
順
は
―
こ
遺
族
の
お
名
前
、

続
柄
、
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
と
な

っ
て
い
ま
す
。

三
森
　
義
高

養
母

【
天
　
　
神
】

永
松
　
昌
利

叔
母

前
田
　
勝
昭

養
母

田
邊
　
郁
雄
　
母

藤
本
　
恭
子
　
母

野
田
　
平
吉
　
妻

白
石
ハ
ル
子
　
夫

【上
　
　
町
】

工
藤
　
昭
夫
　
母

加
藤
　
文
凡
　
父

石
坂
　
テ
ル
　
妻

【旭
　
　
通
】

大
塚
　
光
生
　
妻

佐
伯
　
秀
康
　
母

渡
邊
美
喜
子
　
夫

塚
野
　
史
子
　
母

甲
斐
キ
ヌ
エ
　
夫

永
松
　
　
啓

桐
原

マ
ツ
ヨ

草
部
子
ど
も
会
が

通
学
路
の
清
掃
作
業

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
の

一
環
と

し
て
道
路
の
清
掃
奉
仕
作
業
が
七

月
十
日
、
草
部
南
部
小
学
校
周
辺

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

草
部
子
ど
も
会
育
成
会
が
、
子

供
た
ち
が
毎
日
通
学
に
利
用
し
て

い
る
道
路
の
草
刈
り
奉
仕
と
し
て

毎
年
行

っ
て
い
る
も
の
で
、
今
年

も
親
子
五
十
六
人
が
参
加
し
ま
し

た
。午

前
八
時
に
集
合
し
た
会
員
は
、

吉
見
神
社
周
辺
と
道
路
に
分
か
れ

て
作
業
を
開
始
。
神
社
の
階
段
、

通
学
道
路
約
ニ
キ

ロを
三
時
間
に
わ

た

っ
て
草
刈
り
や
清
掃
作
業
に
汗

を
流
し
ま
し
た
。

14
山
田
　
正

一

梅
村
　
市
郎

宇
藤
ア
サ

エ

甲
斐
　
國
昭

荒
牧
ケ
サ
ト

坂
本
ミ
ツ
エ

徳
丸

ハ
ル
ミ

村
山
　
ヨ
シ

戸
高
フ
ミ
子

田
上
　
利
晴

田
上
イ
ツ
エ

エ
藤
フ
ジ

エ

村
嶋
　
泰
尚

後
藤
　
キ
ミ

永
松
ミ
ツ
子

前
田
ノ
ブ
子

田
邊
ミ
ツ
コ

寺
脇
　
レ
イ

野
田
　
　
安

白
石
　
　
正

工
藤
八
重
子

加
藤
　
　
正

石
坂
善
次
郎

ヽ

15
日

後
藤【

昭

道路を清掃する子ども会会員

バ
イ
キ
ン
グ
料
理
に
よ
る
学
校
給
食
が
七

月
七
日
、高
森
東
中
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

自
分
の
好
き
な
食
べ
物
を
選
ん
で
食
べ
る

バ
イ
キ
ン
グ
料
理
。
同
校
で
は
正
し
い
栄
養

指
導
を
し
な
が
ら
、
バ
イ
キ
ン
グ
料
理
の
マ

ナ
ー
を
生
徒
に
身
に
つ
け
さ
せ
よ
う
と
、
三

年
前
か
ら
学
校
給
食
に
バ
イ
キ
ン
グ
料
理
を

取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

今
年
は
同
校
共
同
調
理
場
が
給
食
を
配
送

し
て
い
る
河
原
、
野
尻
小
学
校
か
ら
も
児
童

が
初
め
て
参
加
し
て
、
バ
イ
キ
ン
グ
給
食
を

体
験
し
ま
し
た
。

体
育
館
に
備
え
ら
れ
た
テ
ー
ブ
ル
に
は
、

朝
早
く
か
ら
準
備
し
た
料
理
が
ず
ら
り
と
並

べ
ら
れ
、
ま
ず
、
栄
養
士
の
甲
斐
朝
子
先
生

か
ら
料
理
の
栄
養
分
や
バ
イ
キ
ン
グ
給
食
の

マ
ナ
ー
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
児
童

・
生

徒
は
、
そ
れ
ぞ
れ
好
き
な
料
理
を
選
ん
で
満

足
そ
う
に
食
べ
て
い
ま
し
た
。
小
学
校
の
児

童
も

「
い
つ
も
の
給
食
よ
り
お
い
し
い
」
と

言
い
な
が
ら
、
初
め
て
体
験
す
る
バ
イ
キ
ン

グ
給
食
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

大
塚

佐
伯

渡
邊

友
岡

甲
斐

英
保

次
女

後
藤

和
】

楽
し
み
な
が
ら
マ
ナ
ー
の
勉
強

東
中
学
校
で
バ
イ
キ
ン
グ
給
食

三
森

ミ
エ

陽
子
　
母

宗
雄

養
母

裕

一
　

父

平
朗
　
父

フ
ミ
　
夫

幸
男
　
妻

民
男
　
母

章
造

親
族

町
】

節
男
　
父

廣
雄

長
男調 夫 父 姉

平
松
　
シ
ナ

甲
斐
　
ツ
ル

津
留
　
　
登

飯
千
　
唯
市

田
上
　
光
人

佐
藤
　
ウ

エ

藤
川
シ
ツ
エ

原
　
　
キ
セ

甲
斐
　
　
覚

馬
原
　
文
生

林
田
ア
キ
子

西
依

　

一
馬

財
津
　
亮
輔

嶋
田
　
　
勇

片
山
　
王
子

渡
邊
　
廣
次

本
田
　
秀
行

田
上
　
良
子

津
留
　
　
久

麻
生
フ
ジ

エ

後
藤
　
リ

エ

相
馬
シ
ズ
カ

後
藤
ア
キ

エ

後
藤
　
元
久

徳
丸
　
誠
壽

勝
木

　

一
友

楢
木
野
　
覧

後
藤
　
金
男

春
子

ヨ

シ

豊
明

ミ
ヤ

六
男

未
来

●   ●

●   ●

平
松

甲
斐

津
留

飯
干

田
上

佐
藤

古
西

原
【
下

甲
斐

馬
原

森西
依

財
津

塚
本【横

シ  ツ
文 グ  ル

町 喜 子 博 子

塚
本

優勝の柔道チーム (後 )と 次代を担う子供たち

カ
ネ
ヲ

ど
こ
ま
で
続
＜
連
勝

柔
道
、
郡
体
七
連
覇
を
達
成

第
四
十
八
回
阿
蘇
郡
民
体
育
祭
が
七
月
十

一
日

（陸
上
は
八
月

一
日
）
、
阿
蘇
町
を
中
心

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
町
か
ら
も
十
二
の
競
技
に
約
百
七
十
四

人
が
参
加
、
各
種
目
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま

し
た
。

こ
の
結
果
、
昨
年
優
勝
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

は
、
決
勝
で
惜
し
く
も
久
木
野
村
に
破
れ
優

勝
を
逃
し
た
も
の
の
、
圧
倒
的
強
さ
を
誇
る

柔
道
が
み
ご
と
七
連
覇
を
飾
る
な
ど
、
各
種

日
で
活
躍
し
ま
し
た
。

優
勝
し
た
柔
道
チ
ー
ム
は
、
九
月
十
八
日

（土
）
十
九
日

（日
）
宇
城
地
区
で
開
か
れ

る
県
民
体
育
大
会
に
阿
蘇
郡
代
表
と
し
て
出

場
し
ま
す
。
チ
ー
ム
の
健
闘
を
祈
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
。

【団
体
】
▽

一
位
　
柔
道
　
▽
二
位
　
男
子

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
　
▽

三
位
　
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
女
子
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
、
弓
道

全争

父 父 夫 父 妻 夫 夫
喜

夫

住 佐 岩 岩
吉 藤 下 下

ヨ

草

部

地

区

野

尻

地

区

留
】

孝
幸

親
族

二
子
石
森
男

清
二
　
父
　
馬
原
　
　
一

幸
敏
　
妻
　
元
村
　
松
美

(11)

■■■

東中で行われたバイキング給食

高

森

地

区
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ア
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畿 鰺

町
の
話
題

言舌題があ りま

したら、お知

らせ くだ さい。

総務課

広報統計係

(圏②llll)

3年ぶ りに優勝した草部中学校卓球部

上
色
見
小
二
年
連
続
優
勝

交
通
安
全
こ
ど
も
自
転
車
大
会

第
二
十

一
回
交
通
全
国
こ
ど
も

自
転
車
競
技
阿
蘇
南
部
大
会
が
七

月
二
日
、
高
森
小
学
校
体
育
館
で

行
わ
れ
、
上
色
見
小
学
校
が
二
年

連
続
で
優
勝
し
ま
し
た
。

自
転
車
の
安
全
な
の
り
か
た
競

技
を
通
じ
て
交
通
知
識
を
身
に
つ

け
さ
せ
、
そ
の
習
慣
化
を
図

っ
て

交
通
事
故
を
防
ご
う
と
阿
蘇
南
部

地
区
交
通
安
全
協
会
が
毎
年
開
い

て
い
る
も
の
で
す
。

今
年
は
、
町
内
の
四
つ
の
小
学

校
か
ら
九
チ
ー
ム
が
参
加
、
ま
ず
、

交
通
規
則
や
道
路
標
識
、
自
転
車

の
安
全
な
乗
り
方
の
常
識
に
つ
い

て
筆
記
テ
ス
ト
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
後
、
実
技
テ
ス
ト

に
移
り
、
日
ご
ろ
の
練
習

の
成
果
を
競

い
ま
し
た
。

大
会
結
果
は
次
の
と
お

り
。【団

体
】
①
上
色
見
小
Ａ

②
野
尻
小
Ａ
③
上
色
見
小

Ｂ
【個
人
】
①
荒
牧
敬
憲
（上

色
見
小
）
②
荒
牧
辰
徳
（上

色
見
小
）
③
瀬
井
由
香
（野

尻
小
Ａ
）

郡
中
体
連
卓
球
個
人

・
団
体
で

草
部
中
三
年
ぶ
り
六
回
目
の
優
勝

態
で
、
や
は
リ
ダ
ブ
ル
ス
を
取
れ

た
こ
と
が
勝
利
の
ポ
イ
ン
ト
に
な

り
ま
し
た
」
と
、
監
督
の
古
庄
先

生
は
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
。

【団
体
】
▽
卓
球
①
草
部
中
　
▽

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
　
③
高
森
東
中

▽
男
子
バ
ス
ケ
ツ
ト
　
③
高
森
中

【個
人
】
▽
卓
球
　
①
西
田
江
里

（草
部
）
▽
柔
道
　
③
宇
藤
政
博

（高
森
）
▽
剣
道
　
③
林
満
代
（高

森
）

阿
蘇
郡
中
体
連
大
会
が

七
月
二
日

ｏ
四
日
の
両
日
、

阿
蘇
町
を
主
会
場
に
開
か

れ
、
卓
球
で
草
部
中

（女

子
）
が
三
年
ぶ
り
に
優
勝

の
栄
冠
を
手
に
し
ま
し
た
。

一
回
戦
シ
ー
ド
の
草
部

中
は
、
二
回
戦
で
小
国
中

に
三
―
二
と
勝
ち
、
決
勝
で
は
ラ

イ
バ
ル
の
蘇
陽
中
に
三
―
二
と
競

り
勝
ち
ま
し
た
。

草
部
中
学
校
は
、
全
校
生
徒
の

内
女
子
は
十
二
名
、
こ
の
中
で
卓

球
部
員
は
九
名
。
全
員
が

一
九
と

な

っ
て
得
た
勝
利
で
す
。
「試
合
を

や

つ
て
み
る
ま
で
わ
か
ら
な
い
状

●   ●

●●

「は

つ
さ
く
」
と
い
え
ば
、　
一

月
か
ら
五
月
ご
ろ
ま
で
出
回
る
果

物
の

「八
朔
柑
」
を
思
い
浮
か
ベ

る
人
が
多
い
で
し
ょ
う
。
広
島
県

の
原
産
で
、
形
は
夏
ミ
カ
ン
に
似

て
い
ま
す
が
、
甘
く
酸

つ
ぱ
い
味

は
独
特
で
す
。

「八
朔
」
の

「朔
」
は
、

つ
い

た
ち
の
意
。
「八
朔
」
は
陰
暦
八
月

一
日
の
こ
と
で
、
八
朔
柑
は
そ
の

こ
ろ
か
ら
熟
し
始
め
る
の
で
、
こ

の
名
が

つ
い
た
と
い
ゎ
れ
て
い
ま

す
。八

朔
は
も
と
も
と
、

八
月

一
日
に
そ
の
年
の

新
し
い
稲
穂
を
贈
答
し

て
祝

っ
た
農
家
の
行
事

で
、
「
田
実
の
節
句
」
と

も
呼
ば
れ
ま
し
た
。

こ
の
贈
答
の
風
習
は
、

町
家
で
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
が
、
武
家
で
は
天
正
十
八

年

（
一
五
九
〇
年
）
の
こ
の
日
に
、

徳
川
家
康
が
初
め
て
江
戸
城
に
入

つ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
元
日
と
同
じ

重
要
な
式
日
と
さ
れ
ま
し
た
。
大

名
や
旗
本
が
登
城
し
て
将
軍
家
に

祝
辞
を
述
べ
る
、
「八
朔
の
礼
」
が

行
わ
れ
た
の
で
す
。

こ
の
現
代
の
八
朔
を
、
昔
の
八

朔
の
よ
う
に
身
近
な
行
事
の
日
に

し
た
い
も
の
で
す
。

親
子
で
熱
戦

ソ

フ

ト

ボ

ー

ル
ヽ
ゝ
ミ

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
ブ
′
ァ

町
内
小
学
校
の
親
子
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

が
七
月
十
五
日
、
山
村
広
場
で
開

か
れ
ま
し
た
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
部
に
七
校
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
部
に
五
校

九
チ
ー
ム
が
参
加
。
和
気
あ
い
あ

い
の
う
ち
に
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま

し
た
。

こ
の
結
果
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の

部
で
Ａ
パ
ー
ト
高
森
小
、
Ｂ
パ
ー

ト
野
尻
小
が
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
の
部
で
草
部
南
部
小
が
そ
れ
ぞ

れ
優
勝
。
十
月
二
十
四
日
長
陽
村

で
行
わ
れ
る
阿
蘇
南
部
体
力
づ
く

り
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

野
尻
ス
エ
子

養
父

野
尻
恵
美
子
　
夫

甲
斐
　
孝
幸
　
母

田
上
　
俊

一　

母

野
尻
　
美
穂
　
夫

【
野
　
　
尻
】

工
藤
イ
ト

エ
　
夫

【尾
　
　
下
】

吉
松
ヨ
ネ
子
　
夫

野
尻
　
　
進
確
妙

下
田
　
市
蔵
　
母

野
尻
　
波
男

野
尻
　
隆
司

甲
斐
キ
ミ
ヨ

田
上

ユ
キ

エ

野
尻
　
惟
幸

工
藤
　
基

一

次
人勇

ミ
ズ

鶴
林
　
豊
成
　
父
　
鶴
林
　
重
夫

西
森
　
順
三
　
父
　
西
森
　
　
隆

甲
斐
　
定
國

二
女

甲
斐
り
ん
子

【
河
　
　
原
】

白
石
　
昭
利
　
母
　
白
石
テ
ル
エ

（名
簿
は
七
月
二
十
日
現
在
）

2年連続優勝の上色見小学校

下 野 吉
田 尻 松

①高森町温泉井揚湯設備工事 (工期 6月
28日 ～ 7月 31日 )

12,000,000円 閉熊本利水工業

②大切畑 。下切線改良工事 (工期 7月 12

日～11月 10日 )

24,090,000円 閣佐藤建設 熱戦が繰 り広げられた親子ソフ トボール

(10)

農
業
委
員
会
だ
よ
り

進
法
は
公
告
を
し
て
初
め
て

効
力
が
発
生
し
ま
す
。

②
農
地
法
は
小
作
地
の
所
有
制

限

（他
町
村
で
の
小
作
は
で

き
な
い
）
が
あ
り
ま
す
が
、

農
用
地
利
用
増
進
法
に
お
い

て
小
作
地
の
所
有
制
限
は
あ

り
ま
せ
ん
。

③
農
地
法
は
貸
借
権
の
設
定
後
、

期
限
が
き
た
ら
法
定
更
新
（解

約
す
る
旨
の
通
知
を
相
手
方

に
し
な
い
と
自
動
的
に
更
新

す
る
法
律
）
し
ま
す
が
、
農

用
地
利
用
増
進
法
は
期
限
が

切
れ
る
と
自
動
的
に
所
有
者

（地
主
）

へ
戻
る
と
い
う
し

く
み
に
な

っ
て
い
ま
す
。
従

っ
て
、
安
心
し
て
貸
借
が
で

き
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。

④
農
地
法
で
売
買
し
た
場
合
に

は
、
農
業
委
員
会
の
あ

っ
せ

ん
を
受
け
れ
ば
税
制
上
の
優

遇
措
置
の
対
象
と
な
り
ま
す

が
、
通
常
に
売
買
し
た
場
合

に
は
、
優
遇
措
置
は
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
農
用
地
利

用
増
進
法
に
よ
り
売
買
し
た

場
合
は
、
優
遇
措
置
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

尚
、
農
用
地
利
用
増
進
法

は
八
月
上
旬
に
名
称
が
変
わ

る
予
定
で
す
。

農業経営規模
拡大計画 を作
成 した農業者
(認定農家 )

よる調整

公 告

農用地利用
増進計画

図 2 農用地利用増進計画作成の手順

申 出
申出

したい人 りたヽ の申 し込み

期限が切れると自動的に

所有者 (地 工 )へ戻 る

(2)

前
回
は
、
農
地
法
及
び
農
用

地
利
用
増
進
法
に
よ
る
農
地
の

売
買

・
貸
借
に

つ
い
て
の
基
本

的
な
要
件
を
説
明
い
た
し
ま
し

た
。

と
に
よ
り
構
造
改
革
を
推
進
し

よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
農
地

法
と
の
大
き
な
違
い
と
し
て
は
、

次
の
よ
う
な
こ
と
が
上
げ
ら
れ

ま
す
。

①
農
地
法
は
権
利
移
動
の
許
可

制
で
す
が
、
農
用
地
利
用
増

今
回
は
、
農
用

地
利
用
増
進
法
に

つ
い
て
ご
紹
介
し

ま
す
。

農
用
地
利
用
増

進
法
は
、
前
回
掲

載
い
た
し
ま
し
た

よ
う
に
農
地
法
を

補
完
す
る
目
的
で

作
ら
れ
、
町
が
実

施
方
針
を
定
め
、

今
後
育
成
す
る
農

業
経
営
の
目
標
を

農
業
者
に
示
す
こ

彗慕I麟::::朔:::
i li(11■ 1.1■ ヽ:“ ::1■ t itit::::

果玄士
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睡眠 4時間当たり10秒以上の無呼吸状態が 5回以上ある

、し

眠りが浅いため昼間に異常な眠気が襲う西国阿蘇三十三カ所

観音霊場めぐり 口0

睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
と
は
、
文
字
通
り

「寝
て
い
る
間
に

呼
吸
が
止
誅
る
」
病
気
の
こ
と
で
す
。
と
は
い
え
、
寝
て
い
る

間
ず
う
と
呼
吸
が
止
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
睡

眠
中
に
と
き
ど
き
無
呼
吸
状
態
に
な
る
の
で
す
。

こ
の
病
気
は
、
詠
だ
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
ほ
う

っ
て
お
＜
と
血
管
中
の
赤
血
球
が
増
え
、
多
血
症

（赤
血
球
増

る
症
）
に
な
り
、
脳
梗
塞
や
心
不
全
な
ど
に
な
る
と
指
摘
さ
れ

て
い
本
す
。

α
Ｎ

＼

　
ヽ

ヽ
　
０

И月
）

深
く
な

っ
た
り
浅
く
な

っ
た
り
し
ま

す
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
病
気
に
は
深

い
眠
り
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
日
覚
め

や
す
い
の
が
特
徴
で
す
。
さ
ら
に
、

眠
り
が
浅
い
た
め
、
昼
間
に
異
常
な

眠
気
が
襲

っ
て
き
て
、
と
こ
ろ
構
わ

ず
寝
て
し
ま
う
の
で
す
。
な
か
で
も

怖
い
の
は
、
車
の
運
転
中
に
寝
て
し

ま
う
こ
と
で
す
。
追
突
な
ど
の
交
通

事
故
に
な
り
か
ね
な
い
か
ら
で
す
。

ま
た
、
人
に
よ

っ
て
は
朝
起
き
た

と
き
に
頭
痛
や
吐
き
気
、
全
身
の
だ

る
さ
な
ど
を
感
じ
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
症
状
が
長
く
続
く

と
、
陽
気
で
明
る
い
人
が
暗
く
な
る

な
ど
、
性
格
が
変
わ

っ
て
し
ま
う
こ

と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

年
を
と

っ
た
人
ほ
ど

患
者
は
多

い

睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
は
、
年
を

と
っ
た
人
ほ
ど
患
者
は
多
い
の
で
す
。

約
八
対

一
の
比
率
で
、
男
性
が
圧
倒

的
に
多
い
の
も
特
徴
で
す
。
女
性
の

患
者
は
、
閉
経
後
に
増
え
て
い
ま
す
。

こ
の
病
気
に
か
か
る
と
、
次
の
よ
う

な
合
併
症
を
起
こ
し
や
す
い
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

三
つ
あ
る

呼
吸
を
止
め
る
原
因

睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
に
は
、

次
の
二
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。

①
閉
塞
型
…
鼻
や
の
ど
の
空
気
の

通
り
道
が
ふ
さ
が

っ
て
、
無
呼

吸
状
態
に
な
る
。
下
あ
ご
が
小

さ
く
て
後
退
し
て
い
る
う
え
に
、

首
が
太
い
人
が
な
り
や
す
い
。

こ
う
い
う
人
は
咽
頭

（空
気
の

通
り
道
）
が
ふ
さ
が
れ
や
す
い

の
で
す
。

②
中
枢
型
…
脳
の
呼
吸
調
節
を

つ

か
さ
ど
る
中
枢
か
ら
、
呼
吸
の

指
令
が
こ
な
い
た
め
に
無
呼
吸

状
態
に
な
る
。
な
ぜ
指
令
が
こ

な
い
の
か
、
原
因
が
ま
だ
分
か

ら
な
い
。

③
混
合
型
―
は
じ
め
は
中
枢
型
な

の
だ
が
、
の
ち
に
閉
塞
型
に
変

わ
る
も
の
を
い
い
ま
す
。

①
高
血
圧
…
原
因
の
分
か
ら
な
い
高

血
圧
患
者
の
三
〇
％
は
、
睡
眠
時

無
呼
吸
症
候
群
と
い
わ
れ
て
い
る
。

②
肺
の
高
血
圧
…
肺
の
動
脈
の
血
圧

が
上
が

っ
て
、
心
不
全
の
原
因
に

な
り
や
す
い

こ
の
ほ
か
、
不
整
脈
や
脳
血
管
障

害
、
精
神
的
障
害
の
原
因
に
な
り
や

す
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
と
は

「
一

晩
に
七
時
間
の
睡
眠
中
、
十
秒
以
上

の
無
呼
吸
状
態
が
三
十
回
以
上
あ
る
」

こ
と
を
い
い
ま
す
。
こ
れ
は
ア
メ
リ

カ
の
ギ
レ
ミ
ノ
ー
と
い
う
医
師
が
、

一
九
七
〇
年
の
初
め
に
つ
け
た
定
義

で
す
が
、
い
ま
は

「睡
眠

一
時
間
当

た
り
、
十
秒
以
上
の
無
呼
吸
状
態
が

五
回
以
上
あ
る
」
と
い
う
定
義
を
使

う
医
師
が
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。

な
ん
と
、
十
三
分
に

一
回
以
上
も

十
秒
以
上
の
無
呼
吸
状
態
が
あ
る
の

梅
雨
の
中
の
あ
る
晴
れ
た
日
、

観
音
さ
ん
に
会

い
に
出
か
け
て
み

ま
た
。

二
十
八
番
正
偏
寺
か
ら
国
道
ま

で
出
て
、
そ
こ
か
ら
北

へ
百
五
十

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
入

っ
た
と
こ
ろ
の

佐
藤
敏
雄
さ
ん
宅
の
敷
地
内
に
二

十
九
番
堂
山
寺
が
あ
り
ま
し
た
。

高
く
そ
び
え
る
イ
チ

ョ
ウ
の
木

や
大
き
な
ゥ
メ
の
木
に
は
さ
ま
れ

た
み
堂
を
の
ぞ
い
て
み
ま
し
た
。

中
央
に
本
尊
ら
し
い
高
さ

一
メ

ー
ト
ル
も
な
い
立
像
が
あ

っ
て
、

両
脇
に
木
造
で
朱
塗
り
の
小
さ
い

仏
像
が
あ
り
ま
す
。
よ
く
よ
く
見

で
す
。
睡
眠
時
間
無
呼
吸
症
候
群
の

患
者
の
中
に
は
、
十
秒
以
上
の
無
呼

吸
状
態
が

一
晩
に
五
百
回
も
あ
る
人

が
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
延
べ
に

す
る
と
、
七
時
間
の
睡
眠
中
に
、
少

な
く
と
も
八
十
三
分
も
呼
吸
が
止
ま

っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

激
し
い
い
び
き
を
か
く
人
は

ま
ず
疑

っ
て
み
よ
う

睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
の
最
大
の

特
徴
は
、
い
び
き
で
す
。
軽
い
い
び

き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
毎
日
続
く
激

し
い

（ほ
か
の
人
が
眠
れ
な
い
よ
う

な
）
い
び
き
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

こ
う
い
う
人
は
、
ま
ず
疑
っ
て
み
ま

し
よ
う
。さ
ら
に
太
っ
て
い
る
人
は
、

こ
の
病
気
に
な
る
可
能
性
が
高
く
な

り
ま
す
。

ま
た
、睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
は
、

眠
り
の
質

（深
さ
や
長
さ
）
と
大
き

く
関
係
し
ま
す
。
ふ
つ
う
の
睡
眠
な

ら
、
約

一
時
間
半
の
周
期
で
眠
り
が

●   ●

●   ●

金
色
の
光
を
放

つ
千
手
観
音

そ
の
高
さ
ニ
メ
ー
ト

ル
の
観
音
像

堂山寺に安置されている仏像

■
口

／

′

て
み
ま
す
と
、
そ
の
本
尊
ら
し
き

仏
像
は
ど
う
も
観
音
さ
ん
で
は
な

さ
そ
う
で
す
。

右
手
の
部
分
が
な
く
な
て
い
た

り
し
て
、
判
断
は
出
来
ま
せ
ん
が

何
か
の
如
来
さ
ん
の
よ
う
で
す
。

脇
侍
も
調
べ
ま
し
た
が
、
毘
沙
門

天
ら
し
い
も
の
と
馬
頭
観
音
さ
ん

ら
し
い
も
の
が
彫
っ
て
あ
り
ま
す
。

彫
り
方
や
色

つ
け
の
具
合
な
ど

か
ら
も
本
尊
と
は
不

一
致
の
点
が

多
す
ぎ
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
し

て
も
脇
侍
の
観
音
さ
ん
で
は
な
さ

そ
う
で
す
。

み
堂
内
に
は
も
う

一
つ
仏
像
が

あ
り
ま
し
た
。

や
は
り
朱
塗
り

で
す
が
、　
一
メ

ー
ト
ル
も
あ
る

不
動
明
王
で
す
。

こ
れ
か
ら
す
れ

ば
、
こ
の
不
動

明
王
と
調
和
す

る
観
音
さ
ん
が

い
ら
し
た
の
で

しヽ
よ
う
。

残
念
な
こ
と

で
す
が
、
長
い
長
い
時
の
流
れ
の

中
に
は
幾
多
の
曲
折
も
あ
り
、
そ

ん
な
と
き
私
た
ち
の
前
か
ら
消
え

て
し
ま

っ
た
の
で
し
よ
う
。

さ
て
、
今
度
は
こ
こ
か
ら
数
百

メ
ー
ト
ル
離
れ
て
い
る
三
十
番
通

泉
寺

へ
と
向
か
い
ま
す
。
こ
の
付

近
の
地
名
で
あ
る
松
の
木
、
そ
の

公
民
館
か
ら
北

へ
三
百
メ
ー
ト
ル

ほ
ど
行

っ
た
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

途
中
か
ら
、
人
ひ
と
り
が
通
れ

る
道
を
の
ぼ
り

つ
め
、
拝
殿
の
扉

を
そ

っ
と
開
け
て
み
ま
し
た
。
扉

を
あ
け
る
ほ
ど
み
堂
に
は
光
が
差

し
込
み
、
そ
の
光
に
浮
か
び
上
が

っ
た
の
は
息
を
の
む
ほ
ど
の
大
き

さ
が
あ
る
千
手
観
音
立
像
。
そ
の

高
さ
は
ニ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
あ
り
、

上
半
身
や
背
中
か
ら
伸
び
た
手
な

ど
金
色
の
光
を
放

っ
て
い
ま
し
た
。

以
前
に
も
説
明
し
ま
し
た
よ
う

に
、
こ
の
千
手
観
音
さ
ん
は
千
の

目
と
千
の
手
で
あ
ら
ゆ
る
人
た
ち

の
願
い
を
聞
い
て
く
れ
る
と
い
う

仏
さ
ん
で
す
。
や
さ
し
い
お
顔
と

何
本
も
の
手
で
、
私
た
ち
の
願
い

を
必
死
に
聞
い
て
い
ら

つ
し
や
い

ま
す
。

と
こ
ろ
で
脇
侍
を
み
て
み
ま
す

と
、
今
ま
で
と
ち
ょ
っ
と
違

い
ま

す
。
不
動
明
王
が
い
る
べ
き
場
所

に
は
、
邪
鬼
を
踏
み

つ
け
た
四
天

王
の
ひ
と
つ
増
長
天
ら
し
い
仏
さ

ん
が
立

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
毘
沙
門
天
の
場
所
に
は

や
は
り
四
天
王
の
ひ
と
つ
で
、
剣

を
持

っ
た
特
国
天
ら
し
い
仏
さ
ん

が
立

っ
て
い
ま
す
。

毘
沙
門
天
も
四
天
王
の
ひ
と
つ

で
、
多
聞
天
が
名
前
を
変
え
て
い

る
だ
け
で
す
か
ら
、
こ
う
し
て
み

ま
す
と
こ
の
脇
侍
は
四
天
王
と
し

て
作
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
も

想
像
さ
れ
ま
す
。

そ
の
昔
、
残
る
広
目
天
と

一
緒

に
作
ら
れ
、
こ
の
千
手
観
音
を
守

る
た
め
に
脇
侍
の
定
説
と
は
違

っ

て
も
、
増
長
天
と
特
国
天
が
安
置

さ
れ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

千
羽
鶴
が
さ
げ
ら
れ
、
き
れ
い

に
整
頓
さ
れ
た
み
堂
で
合
掌
を
済

ま
せ
、
そ

つ
と
扉
を
閉
め
ま
し
た
。

へ
∪

金色の光を放つ 2メ ー トルの千手観音像

(8)(9)


